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新
年
あ
け

ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

区
民
の
皆

様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
し
い
年
を
迎
え
区
長
と
い
う
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

昨
年
は
大
き
な
災
害
も
な
く
農
作
物
の

被
害
も
な
い
良
い
年
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
発
生
で
生
活
環
境
が
大
き
く

変
わ
り
、
町
の
行
事
で
は
建
国
祭
、
そ
し

て
ス
ポ
ー
ツ
で
は
卓
球
大
会
以
外
縮
小
も

し
く
は
中
止
に
な
る
な
ど
し
、
各
団
体
役

員
の
皆
様
方
が
苦
慮
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

未
だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
中
、
本
年

度
の
行
事
等
は
昨
年
と
同
様
な
対
策
を
と

り
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 今

後
も
区
民
一
体
と
な
っ
て
交
流
を
図

り
な
が
ら
、
安
心
に
暮
ら
せ
る
街
と
し
て

新
役
員
体
制
の
も
と
区
行
政
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
住
み
よ
い

塩
川
町
の
為
に
区
民
の
皆
様
に
は
重
ね
て

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底
し
早
く
収
束
す
る

こ
と
を
願
い
、
新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と

っ
て
よ
り
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。 【

令
和
三
年
度
区
役
員
】 
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Ａ 

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
公
民
分
館
役
員
に
つ
い
て
は
、
分
館

長
挨
拶
と
と
も
に
、
二
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。 

【
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児
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。 
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会
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野
神
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社
殿
に

お
い
て
大
祓
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

大
祓
と
は
、
常
に
清
ら
か
な
気
持
ち
で

日
々
の
生
活
に
勤
し
む
よ
う
、
自
ら
の
心

身
の
穢
れ
、
災
厄
の
原
因
と
な
る
諸
々
の

罪
・
過
ち
を
祓
い
清
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
十
二
月
の
大

祓
は
年
越
の
祓
と
も
呼
ば
れ
、
新
た
な
年

を
迎
え
る
た
め
に
心
身
を
清
め
る
祓
い
で

す
。 
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令
和
三
年
度
塩
川
町
役
員
が
決
定 

～
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で
の
船
出
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新
役
員
を
代
表
し
て 

藤
本
区
長
よ
り
ご
挨
拶 
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祓
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執
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役
員
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塩
川
町
恒
例
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」
を
、

令
和
三
年
一
月
九
日
（
土
）
午
後
七
時
よ

り
行
い
ま
す
。（
雨
天
な
ど
の
場
合
、
翌
日

に
順
延
）
皆
様
と
一
年
間
の
無
病
息
災
を

お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

当
日
は
午
前
九
時
よ
り
子
ど
も
達
が
、

だ
る
ま
、
し
め
な
わ
、
門
松
、
正
月
飾
り

等
を
集
め
に
参
り
ま
す
。 

だ
る
ま
の
底
ふ
た
（
石
膏
）・
飾
り
物
の

金
具
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
除
去
を
お
願

い
し
ま
す
。 

詳
し
い
ご
案
内
は
、
全
戸
に
お
配
り
し

ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

多
く
の
区
民
の
方
の
ご
参
加
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
定
期
総
会
・
新
年
会
に
つ
い
て
】 

一
月
五
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
令
和
二
年
度
定
期
総
会
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
書
面
開
催
と
し
、
同
日
開
催
予
定
の

令
和
三
年
度
新
年
会
に
つ
い
て
は
中
止
と

い
た
し
ま
す
。
区
民
の
皆
様
に
は
、
何
卒

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

【
隣
組
長
の
役
割
に
つ
い
て
】 

今
年
度
隣
組
長
と
な
る
皆
様
は
、
塩
川

区
（
町
）
規
約 

第
七
条
「
隣
組
長
は
、
組

を
代
表
し
区
長
の
委
任
す
る
業
務
に
協
力

す
る
ほ
か
、
組
内
の
連
絡
調
整
に
あ
た

る
。
」
に
沿
っ
て
、
隣
組
を
代
表
し
て
先
の

業
務
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
年
間

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
隣
組
長
会
へ
の
出
席 

◆
区
費
お
よ
び
加
入
金
の
収
納 

◆
隣
組
員
の
転
入
・
転
出
の
届
け
出 

◆
隣
組
へ
の
配
布
物
の
配
布 

◆
防
犯
灯
の
管
理 

◆
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理 

◆
除
雪
作
業
、
公
会
堂
清
掃 

 

な
ど 

詳
し
い
内
容
は
、
一
月
十
六
日
（
土
）・

十
七
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
第
一
回
隣

組
長
会
に
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
担
当
役
員
が
配
布
物
等
を
定
期
的
に

お
届
け
に
上
が
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
隣

組
長
に
な
ら
れ
た
方
は
、
目
印
と
し
て
玄

関
先
に
組
長
札
の
掲
示
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
隣
組
長
の
今
後
の
予
定
】 

今
後
、
隣
組
長
の
皆
様
に
出
席
い
た
だ

く
主
な
会
議
な
ど
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

（
予
定
は
今
後
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
） 

・
一
月
十
六
日
（
土
）
第
一
回
隣
組
長

会
（
奇
数
組
） 

・
一
月
十
七
日
（
日
）
第
一
回
隣
組
長

会
（
偶
数
組
） 

・
一
月
三
十
一
日
（
日
）
第
一
回
区
費

収
納
日
（
以
降
、
毎
奇
数
月
の
最
終

日
） 

・
七
月
二
十
五
日
（
日
）
中
間
慰
労
会 

・
十
一
月
十
四
日
（
日
）
第
二
回
隣
組

長
会 

・
十
一
月
二
十
一
日
（
日
）
第
三
回
隣

組
長
会 

こ
の
ほ
か
の
会
議
・
行
事
等
は
、
第
一

回
隣
組
長
会
に
て
配
布
予
定
の
塩
川
町
便

覧
「
行
事
予
定
表
」
ほ
か
、
回
覧
や
各
種

通
知
、
塩
川
タ
イ
ム
ズ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 一

月
三
十
一
日
（
日
）
は
第
一
回
目
の

区
費
収
納
日
と
な
り
ま
す
。
午
前
七
時
か

ら
九
時
に
公
会
堂
に
て
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
事
前
に
収
納
袋
に
区
費
（
二
か
月
分

以
上
）
を
入
れ
て
、
隣
組
長
に
ご
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。 

隣
組
長
の
皆
様
は
、
収
納
の
際
に
ス
ム

ー
ズ
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
よ
う
、
収
納

現
金
を
事
前
に
集
計
し
、「
収
納
管
理
表
」

「
収
納
袋
」「
金
種
類
表
」
を
一
緒
に
し
て

当
日
提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

※
前
年
度
の
区
費
収
入
は
計
画
比
＋

四
％
で
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
積
雪
時
に
は
交
通

事
故
・
屋
根
の
落
雪
等
に
十
分
注
意
し
な

が
ら
、
自
宅
周
辺
道
路
・
歩
道
の
雪
か
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、
小
中
学
校
の

通
学
路
に
つ
い
て
は
、
登
校
前
の
雪
か
き

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
秋

に
落
ち
た
落
ち
葉
が
風
で
飛
ば
さ
れ
、
近

隣
の
家
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
宅
庭
や
畑
の
落
ち
葉
は
こ
ま
め
に

清
掃
し
ま
し
ょ
う
。 

ど
ん
ど
焼
き
に
つ
い
て 

塩
川
町 

熊
野
神
社
氏
子
・
育
成
会 

区
か
ら
の
お
知
ら
せ 

新
隣
組
長
の
皆
様
へ
の
お
願
い 

区
費
収
納
に
つ
い
て
（収
納
部
よ
り
） 

雪
か
き
お
よ
び
落
ち
葉
掃
除
に
つ

い
て
（環
境
衛
生
部
よ
り
） 

1/9（土） 19:00～ どんど焼き

1/10（日） 15:20～ 須坂市成人式（メセナホール）

1/16（土） 19:00～

1/17（日） 8:00～ 公会堂清掃（37,38組）

1/17（日） 19:00～

1/31（日） 7:00～9:00 第１回収納日（公会堂）

2/10（水） 14:00～ 建国祭（熊野神社）

2/21（日） 8:00～ 公会堂清掃（39,40組）

※上記の予定は今後変更となる可能性があります。

今後の行事予定

第１回隣組長会（奇数組）（公会堂）

第１回隣組長会（偶数組）（公会堂）


